
 

 

 

２０１１年４月２８日 

各  位 
                     会 社 名 株式会社メディパルホールディングス 

                     代表者名 代 表 取 締 役 社 長 熊 倉 貞 武 

                          （コード番号 ７４５９ 東証１部） 

                     問合せ先 コーポレート・コミュニケーション部長 山 崎 邦 衛 

                          （ＴＥＬ．（０３）３５１７－５１７１） 

 

 

 連結業績予想（通期）の修正および特別損失の計上に関するお知らせ 
 

 当社は、 近の業績動向を踏まえ、２０１１年１月３１日に公表いたしました２０１１年３月

期の連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．２０１１年３月期 通期連結業績予想数値の修正 

（２０１０年４月１日～２０１１年３月３１日） 

                                   （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

 

前 回 発 表予 想（ Ａ ） 

百万円

２，６５６，０００

百万円

１４，６００

百万円

２３，５００

百万円 

２，７００ 

円 銭

１１．５１

今 回 修 正予 想（ Ｂ ） ２，６６２，８００ １３，５００ ２２，８００ １，７００ ７．２５

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ６，８００ △１，１００ △７００ △１，０００ ―

増 減 率 （ ％ ） ０．３％ △７．５％ △３．０％ △３７．０％ ―

前 期 実 績 

（２０１０年３月期） 
２，５４６，０２９ １８，４３３ ２６，８０２ １，９５８ ８．３１

 
 
２．修正の理由 

２０１１年３月期の連結業績予想について、以下のとおり変動が生じることとなったため、
見通しを修正するものであります。 
なお、当社連結子会社である株式会社Ｐａｌｔａｃの業績予想の修正（単体）につきまし

ては、本日付の「連結子会社（株式会社Ｐａｌｔａｃ）特別損失の計上および業績予想の修
正に関するお知らせ」にて公表しております。 

 
（事業活動にかかる修正の要因） 

医療用医薬品等卸売事業につきましては、２０１０年４月１日、薬価基準が平均６．５％
引き下げられた影響があったものの、新製品や需要が拡大する生活習慣病薬の販売を積極的
に展開したことにより、販売は順調に推移いたしました。 
しかしながら、新たに導入された薬価制度のもと、合理的な販売価格の維持と適正利益の

確保に努めたものの、仕入価格交渉ならびに販売価格交渉は総じて厳しさを増すとともに卸
間競争が激化し、利益水準が想定以上に低下いたしました。 
これらにより、営業利益および経常利益は、前回発表予想を下回る見込みであります。 

１ 

 



化粧品・日用品、一般用医薬品卸売事業につきましては、ほぼ前回予想どおりの売上高、
営業利益および経常利益を計上できる見込みであります。 

 
（震災および火災にかかる修正の要因） 

２０１１年３月１１日に発生しました東日本大震災および火災により、当社連結子会社に
おいて、物流設備の損壊および棚卸資産の滅失等の被害が発生いたしました。貸倒引当金繰
入や建物補修費用を含めた、これらの被害に対する損失見込み額約５０億円を特別損失に計
上することといたしました。 

 
＜震災および火災の影響＞ 

  （１）人的被害について 
      大変残念ながら、当社連結子会社の従業員１名が亡くなっております。 
             
  （２）特別損失の内訳 
    ① 被災地支援について 
       被災者および被災地への支援費用等として約１億円を見込んでおります。 
 
    ② 建物・設備に対する被害について 
       震災および火災による被害が、当社連結子会社の建物・設備等に及んでおり、復

旧等の費用として約２６億円を見込んでおります。 
       なお、上記の被害が発生しましたが、当社連結子会社の既存設備による代替運用

等により、商品の供給体制を確保しております。 
 
    ③ 棚卸資産に対する被害について 
       汚破損による商品減耗等の損害額は約１６億円を見込んでおります。 
 
    ④ 貸倒引当金について 
       取引先罹災による貸倒引当金繰入により約２億円を見込んでおります。 
 
    ⑤ その他費用として約３億円を見込んでおります。 
   
 
 （注）上記の連結業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成

したものであり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性
があります。 

 

                                       以 上  

 

 

 

２ 

 


